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やってみよう！日本語教育

•『超基礎日本語教育』は日本語教育主専攻・副専

攻で初めて日本語教育を学ぶ1年生対象

•日本語教育の基礎知識＝文法か？

•「知る」ことももちろん大切ですが…

•「やってみて」実感してほしい！
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日本語教師養成と学校教員養成

•学校教員養成は「文化的営み」としての学習指導の

継承＝自己の経験に基づく（スティグラー2002）

•日本語教師養成は日本語母語話者の場合，日本語教

育の授業を受けたことも見たこともないので，日本

語教師養成は「体験」から始まる

•知識や技術の前に「（授業）体験」を
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本書の目次
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本書の構成
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コラムもあります

日本語教師に向いている人、それ

は「＊＊＊＊＊」です。
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各章の構成

本書に収められた全15 章はそれぞれ下記の順序で構成されて

います。

「この章のポイント！」「キーワード」

➡「1. 節：本文」「課題1」➡「2. 節：本文」「課題」…

（節の数は各章で異なります）

➡「まとめ」➡「もっと知りたい人へ」➡「コラム」
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アクティブラーニング対応
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このあとの流れ

第1部

• 14:20 学習者の目から見た日本語（中石先生） 15分

• 14:35 教授法と教材・教具（太田先生） 15分

• 14:50 休憩 5分

第2部

• 14:55 文型ベースのタスクベースの授業展開（小口先生） 30分

• 15:25 やってみよう！教育実習（奥野先生） 10分

• 15:35 質疑応答、まとめ 25分
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最後に（「はじめに」の締め部分から）

本書執筆の7 人は、私も含めて全員が日本語教師です。そして、
日本語教育が持つ「伝えることの面白さ」を経験して、その魅力
のとりこになった人間でもあります。日本語教師は言語扱う仕事
ですが、まずは「伝える人（教師）」と「伝えられる人（学習
者）」という人間関係の上に成り立っているのです。

「まずは日本語を教えることを体験してみよう！」これが著者
一同からのメッセージです。あなたが日本語を教えることの楽し
さに気づき、私たちの仲間になってくれることを強く願っていま
す。→みなさんには仲間を増やすお手伝いをお願いします
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